
自然災害危機管理に関する 
日伊シンポジウム 

～自然災害による被害の軽減に向けた新戦略～  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：三田共用会議所（東京都港区三田2-1-8）    

主催：国土交通省国土技術政策総合研究所 
　　　イタリア共和国国家研究評議会（CNR）　日伊土砂災害研究センター（GRJL） 

　日本国とイタリア共和国は共に国土の約8割が山地で、人間の活動場所として利用できる土地が限られています。 
そのため、両国とも毎年のように自然災害が発生し、貴重な人命や財産が失われています。 
そこで、自然災害による被害を防止・軽減するための危機管理体制について、両国の経験や最新の研究成果を交換して、 
自然災害による被害の軽減に向けた新たな戦略を討論します。一般の方々も奮ってご参加下さい。 

JAPAN ITALY

 New Strategies for Mitigation of Natural Disasters

日時：2007年5月29日（火） 

共催：独立行政法人土木研究所  



12：30～13：00　受付 

13：00～13：05　開会 

13：05～13：15　あいさつ 

13：15～14：15　基調講演 

14：15～15：15　話題1：自然災害への危機管理～経験～ 

15：15～15：30　休憩 

15：30～16：30　話題2：自然災害への危機管理～戦略～ 

16：30～17：30　話題3：自然災害への危機管理～新たなアプローチ～ 

●お申込み方法 

　当日会場にて受付をいたします。会場の都合上、最大60名様とさせていただきます。 

プログラム 

プロフィール 【基調講演】　 
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※日本語・イタリア語の逐次通訳が付きます。 

ジュセッペ・カバレッタ教授　（国家研究評議会地球環境部長 ） 

古賀 省三　（国土技術政策総合研究所危機管理技術研究センター長） 

【コーディネーター】　 

寺田 秀樹　（土木研究所土砂管理研究グループ長） 

【パネリスト】　 

小山内 信智　（国土技術政策総合研究所砂防研究室長）  

田村 圭介     （土木研究所土砂管理研究グループ火山・土石流チーム上席研究員）  

藤澤 和範  　 （土木研究所土砂管理研究グループ地すべりチーム上席研究員）  

ジュセッペ・カバレッタ教授 　 （国家研究評議会地球環境部長）  

サンドロ・シルバノ博士 　 　（国家研究評議会水文地質保全研究所長代理兼研究マネージャー）  

アレッサンドロ・パスート博士 （国家研究評議会水文地質保全研究所研究マネージャー） 

ファウスト・グゼッティ博士 　 （国家研究評議会水文地質保全研究所第一研究員） 

ジャンルカ・マルカート博士 　 （国家研究評議会水文地質保全研究所パドバ支所研究員） 


